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　平成 4年度よ リス タ
ー

トした 科研 費時限 付 き分

科細 目 「惑星科学」 の 現況 をま とめ，日本 惑星科

学会 の 科 研 費に対す る今後 の 取 り組 み に つ い て提

案す る。

1 ．時限付 き分 科細 目 「惑星科学」が

　　 で きる まで

　か な り以前か ら 日本学術会議 第 4常置委員会で

は ， 文部省 の 科学 研 究費補助金 に 関す る検討 を 進

め て い た．こ の 委員会 が 文部省に 要望 して い た
“
科

学研究費補助金 に 係 る時限付 き分科細 目の 設 定
”

に対 して 文部省学術審議会 は ， 平成 3年度か らの

実施 を決 定 した ．こ の 時決ま っ た の は，認知科学 ，

社会シ ス テム 工 学，分子細胞生物学 の 3っ で ， 存

続期間 は 3年聞 で あ っ た．

　こ れ を受けて 日 本学術会議第 4常置委員会委貝

長 は，平 成 2年 9 月 に 日本学術会議 の 各部
・
部長

に 対 して 「時限付 き分科細 目の 設定」に 関 して さ

らに追加する た め の 検討 を行な い
， 文部省 へ の 要

望資料 の 作成に 協力す る こ とを求 め た．同年 10月，

こ の 依頼 は第 4部
・部長 か ら第 4 部 世 話 担 当研 究

連絡委員会各委員長宛 て に 送 られ た．こ れ．に 答え

て 宇宙 空間連絡委員会 は 「惑星 圏科学」を時限付

き分科 と して提案 した．提案趣 旨説 明 の
一

部 を見

ると
“
こ こ 数年 の 各大学研究機 関 に お け る惑星科

学 の 学科
・
講座 の 新設 か らみ て ，こ の 分野 に 携 わ

る研究者数は急速に 増加 して い くもの と思われる．

既存 の 分科細 目の 変更 で は カバ ー
で きな い 領域 に

お い て も惑星圏研 究者が 活躍 して い る．こ れ ら の

研究者 も含 め て惑星圏研究 の 将来計画 を 立 案 し，

また 現在急務 と な っ て い る惑星探査 を 実施す る支

持 基 盤 を整 え る た め
……”

に新 しい 分科細 目が必

要 で あ る と主張 して い る．

　平成 3年 の 春 に は，平成 4年度よ リス タ
ー

トす

る時限付 き分科細 目 と して 「惑星科学」 が 採 択 さ

れ る こ と に な っ た ．こ の 年 度 に は 国際経済，老化

（加齢）を加 え た 3 つ が 新た な時限付 き分科細 目

と なっ た．

　時限付 き分科細 目 「惑星科学」は
“
太陽系

・惑

星系形成 ・進化の 理論的 ・観測的研究 ， 惑星物質

に か か わ る基礎過 程 の 実験的 研 究，惑 星 の 表 層
・

内部 に 関す る構 造的研 究，飛翔体に よる直接 観

測
・
計 測 な どの 惑星探査 に よ る研 究及 び それ に 関

連す る各種 の 研究な ど惑星 を総合的に 研究す る
”

　（平成 4年度科研費公募要領） こ と を そ の 内容 と

して い る．審査委員 は 惑星科学 に 関連す る 学会 （物

理 ・地震 ・天 文 ・地球電磁 気地球惑星圏 ・測地 ・

地球化学
・
火山等）か ら推薦 され た審査委員候補

の 中 か ら選 ば れ て い る．

　 こ うした 状況 の も とで ， 日本惑星科学会 の 前身

　「惑星科学将来計画 世 話 人 会」 は 平成 3 年10月に

ニ ュ
ー

ス レ タ
ー第 0号を出 して こ の 時 限付き分科

細目 「惑星科学」へ の 申請を呼び か けた．
“……一

般研 究◎ の み の 申請 に な り ますが ， 従 来，そ れ ぞ

れの 関連分野 に お い て 個 別 に 申請 され て い ま した

惑星 科学 関連 の 課題 を，こ の 分科細 目に ま とめ る

こ とが で きます．今 後こ の 分科細 目が期限 （〜 3

年間）切 れ の 後 も恒 常的に 継続 され るため に は ，

応募件数の 多少が 大 きな意味 を持ちます． こ の 機

会 を利用 して 「惑星科学」 に 課 題 申請 さ れ る よう

に お 願 い い た し ます
”

．

2 ．平 成 4 年度 「惑星科 学」採択状況

平成 4 年度 か ら新規 に 設け られ た 時限付 き分科
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細 目 「惑星科学 」 の 現況 を，文部省科学研究費補

助金採択課題 ・公募審査要覧 （平成 4 年度） （科 学

研究費研究会編）を参照 しつ つ 概観す る．た だ し，

時限付 き分科細 目は一
般研 究（c ）の み を対象 と して

い る の で ， こ こ で は
一
般 研究（c）の 新規採択 を調査

の 対象と した ．

　一
般研究（c ）（新規分〉の 総 申請件数 は 23，083 （人

文2，519，自然20，564）で，採択作数4，596 （人文

575，自然4，021），採択率 は19．9％ （人 文 22．8％，

自然 19．6％） と な っ て い る。区分 毎 の 申 請 件 数，

採択件数， 採択率及 び 1採択課題当 た りの 平均配

分 額（A＞をま とめ る と，表 1の よ うに な る．

　 こ の 表 に よる と，区分 に よ る採択率 の バ ラツ キ

は小 さい こ とが 分 か る，また ，

“
時限

”
と

“
理学

”

の 採択率 は ほ ぼ 等 しい こ とも分 か る．残念なが ら，

区分 内の 各分科細 目毎 の 申請件数 は L記公 募審査

要覧に 出 て い ない ．しか し， 時限付きの 各分科細

目に お け る採 択 件数 と配 分 予 定額 は，表 2の よう

に な っ て い る．

　 こ こ で採択件数 の 多少は 申請件数 に 比例 して い

る と思 われ る．採択件数 の 多い 社 会 シ ス テ ム 工 学

と分子細 胞 生 物学 に つ い て は，次 章 で取 り上 げ る

の で 記憶 に と どめ て お い て い た だ きた い ，また
，

「惑星 科 学」 で採択 され た 課 題 と 申請者及 び 配分

予定額 は 表 3 に み られ る通 りで あ る．

3 ．今後 の 課題

　平成 3年 8 月に 実施 した 「惑星科学会 （仮称）

設 立 に 関す る ア ン ケ
ー

ト結果報告書」 を見 る と，

同答者が 過 去 に 科研費 を申請 した 分 科細 目 は，理

学，工 学 に また が る25の 分野 に 分散して い た．こ

れ は ，回 答者 の 出身母 体 の 多様 性 を反 映 して い る

が，多様で あ る が 故に それ ぞ れ の 出身母体内 に お

け る惑星 科 学 研 究へ の 理 解 は 十分 とは 言えまい ．

我 が 国 に お け る 惑星科学振興 を視点 に 据えその 研

究 環 境 の 整 備，将 来計画 の 査定等を検討 し，その

結果 を文部省科学研究費補助金 の 配分 に 生 か す こ

とは ， 科研費の 有効利用 か らい っ て も不可欠で あ
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る．こ の た め に は惑星科学関連 の 研 究活動を支え

る科 研 費の 統 一され た 受 け 皿 と して，恒 常的 な 「惑

星科学」と い う分科細目の 設定 を働 き掛け て い く

こ とが 必要 で あ り，この こ とは 日本惑星科学会 の

活動 として期待 されて い る課題 の
一

つ で ある．

　時限付 き分 科 細 目 で あ る 「惑 星 科 学 」 は 平 成 6

年度で 打 ち切 られ る．その 後の 惑星科学関連分科

細目の存続方法を考え る こ とが 現在急務 と な っ て

い る． 日本学術会議第 4 常置委員会 で は最近 の 急

速 な学 術 研 究 の 進 展 に伴 う学 問 分 野 の 変化等 に 対

処す るた め，既存 の 分科細 目の 見直 しを行 ない ，

平成 3 年 に 文部省学術審議会 に 報告 した．こ れ を

受 け て 平成 5年度 の 科 研 費申請 に お い て は ， 分 科

細 目の 大幅 な 見直 しが 行 な わ れ た．こ の た め 手 直

し直後の 区分 ・理学 に新た な分科細 目 「惑星科学」

の 導入 を要 求 す る こ と は 難 しい ．

　平成 5 年度 の 時限付 き分 科 細 目表を見 る と新 た

に 文化財科学，非線形科学，血管生物学を加え て

7 つ の 分 野 が あ が っ て い る．平成 3 年度 か ら始ま

っ た時限付き分科細 目の 制度 は ， 毎年 3 つ の 新 し

い 分野を加 えて きた ．その 設定期 間は 3 年 で あ る

か ら単純 な計算 で は 平成 5年度に は 9つ の 分 野 が

あるはずである．消え た 2 つ は平成 3年度 に 始 ま

っ た 社会 シ ス テ ム 工 学 と分 子 細 胞生物学 で あ る．

残 り 1年 の 存続期間 を余 して 消 え た 2 つ の 時限付

き分科細 目は どうな っ た の だ ろうか ？　平成 5 年

度分 科細 目表 に 消えた 2 つ を探 した．社会 シ ス テ

ム 工 学は複合領域 の 新 た な分科 と な っ て い た．分

子細胞生物学は ， 複合領域 ・基礎 生 物科学分 科 内

の 分 子 生物学，細胞生物学 と い う 2 つ の 新 しい 細

目として 採択 され て い た．こ の ように消えた 2 つ

の 時限付 き分 科細 目 は複合領域内 で 恒常化 さ れ て

い た．

　 惑星科学研究は 理学以外 に工 学，農学，医学等

の 区分 を包括する幅広 い 領域か ら研究者が参加 し

て い る．更 に 将 来 の 惑星探査 ， 惑星へ の 人類 の 移

住等 を考 え れ ば ， 惑星科学 は よ り広 い 学術 研 究 領

域 を対象とす る こ とが 予 想 され る．こ の ように み
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表 1

区　 分 申請　 採択　 採択率　　 （A）
件数　 件数　 （％）　　 （千円）

文学 1，　253　　　　　　285　　　　　　　22．　7　　　　　　1．　044
法学 154　　　　　　37　　　　　　24．D　　　　　1．003
経済学 2BO　　　　　　7B　　　　　　27．9　　　　　　　942
孵 3，507　　　　　704　　　　　　2G．1　　　　　1，503
工 学 4p　199　　　　　820　　　　　　ユ9．5　　　　　1．536
欝 1、557　　　　313　　　　　20．1　　　　1，460
医学 7，874　　　1，420　　　　　　18『0　　　　　1．416
複合領域 1，　512　　　　　　299　　　　　　　19．　B　　　　　　1，　361
時限 694　　　　　　14D　　　　　　　2D．　2　　　　　　1，406

表 2

時限付き分科細目 採択件数　 配分予定額
（千円）

認知科学 11　 　 　 　 15，200
社会 シ ス テ ム 工学 44　 　　 　 55，Boo
分子細胞生物学 29　 　　 　 47，DOO
国際経済 12　 　 　 　 12，000
惑星科学 15　 　 　 　 22，BOO
老化 （加齢） 2ヨ　 　　 　 43，000

合計 140　　　 196，800

表 3

採 択 課 題 申　請 者
配分予定
額 （千円〉

ア モ ル フ ァ ス 氷の 剿 云導率 香内 晃 （北大） 1．400

宇宙氷の変形機構とそ の組織，温度，歪速度依存性に関す

る実験的研究
荒川政彦 （北大） 1，500

炭素質隕石中 の 初生有機物 とそ の 生成過程 の 研究 下山　晃 （筑波大） 2，000

原始惑星系円盤の 進化 の観測的研究 林 正彦 （東大） 1，00D

始原的隕石 の 水質変成の 再現実験電子顕微鏡に よる評価 留岡和重 （神戸大） 1，300

低温氷物質の 衝突破壊過程 に関する実験的研究 加藤 学 （名大）． 2，000

地球型惑星 の 原始 マ ン トル 分化過程 と初期進化 の 理論的

研究
阿部 豊 （東大） 1，100

惑星固体物質の飛行時間型質量分析器の開発 藤原 顕 （京大） 2，100

惑星起源物質の ガ ス 中蒸発法に よ る合成実験 墻内千尋 （京都工繊大） 1，000

小惑星進化 の タ イ ム ス ケール ： 衝突隕石の 化学 （元 素 ・同

位体）からの ア プ ロ ーチ
中村 昇 （神戸大） 2，00G

惑星間 フ ラ ク タル 塵モ デ ル に よる光散乱の 研究　　 　 　
験
　 1

向井 正 （神戸大） 1，000

画像デー
タ処理 とシ ミュレ ーシ ョ ン に よ る氷衛星 の 火山地

形発達史 の 解析
佐々木晶 （東大） 1，700

非平衡オーデ ィ ナ リコ ン ドラ イ トの始原性の評価 海老原充 （都立大） 2，000

月深発地震 に よ る月深部構造の 再検討 水谷　仁 （宇宙科研 ） 1，500

Tタ ウ リ型星 に於 け る原始惑星系デ ィ ス ク の理論的研究 観山正見 （国立天文台） 1，200
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て く る と 「惑星 科 学」を部
・
複合領域 内の 新 た な

分科 と して 設定さ れ る ように 要求す るこ とが 適当

だ と思 え る．社会 シ ス テ ム 工 学 と分 子 細 胞 生 物学

が 恒常化 され た理 由は，そ れ ら の 分科 細 H へ の 申

請者数の 多さ 俵 2）が 有効 に 働 い た と推測 され

る．「惑星 科 学」が 同 じ道 をた ど るた め に は ， 採択

件数を平成 4 年度に 比 べ て 2 〜3 倍 に 増や す こ と

が 必 要 とな る．こ れ は 平成 4 年度の 申請者ひ と り

ひ と りが 1 − 2 人 の 新 た な研究者 を誘 っ て 申請 を

行なわ なけれ ば なら な い こ と を意味する．

　 日 本惑 星科学会 は 科研 費の 受け 皿 と なるた め に，

学会 の 整備
・
拡張 に 努力 して い る．こ れ と共 同 し

つ つ 学会員個 々 人が 次年度の 科 研費申請 に お い て

周 りの 研究者に 呼 び か け を行ない
， 多数の 申請が

時 限 付 き分 科 細 目 「惑星 科学」に 寄せ ら れ る よ う

に 努力 され る こ と を期待して い る．
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